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（
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）
 

三
月
十
三
日
に
開
会
さ
れ
た
、
三
月
定
例
町
議
会
の
初
日
、
番
月
町
 

長
は
、
昨
年
同
様
三
カ
月
間
の
暫
定
予
算
を
編
成
し
た
理
由
や
、
厳
し
 

い
状
況
の
中
で
の
今
後
の
行
財
政
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
よ
 

う
に
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。
 

香月 町長 

昨
今
の
社
会
経
済
の
諸
情
勢
は
、
日
 

々
刻
々
と
著
し
く
、
ま
た
厳
し
く
変
化
 

し
て
お
り
ま
す
。
 

と
く
に
、
国
・
地
方
を
通
じ
公
債
残
 

高
が
約
百
七
十
兆
円
、
日
本
の
人
口
約
 

一
億
一
千
万
人
と
す
る
と
、
お
年
寄
り
 

か
ら
0
歳
の
あ
か
ち
ゃ
ん
ま
で
国
民
一
 

人
当
り
約
百
五
十
万
円
の
借
金
を
抱
え
 

て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
国
・
地
方
と
も
未
曽
有
 

の
財
政
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。
 

国
の
本
年
度
予
算
の
歳
出
面
に
お
い
 

て
は
、
臨
時
行
政
調
査
会
に
よ
る
改
革
 

方
策
の
着
実
な
実
施
を
は
か
る
な
ど
、
 

徹
底
し
た
経
費
の
節
減
合
理
化
を
行
う
 

こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
の
規
模
を
厳
し
 

く
抑
制
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
 

で
質
的
な
充
実
に
配
意
し
、
あ
わ
せ
て
 

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
そ
の
見
通
し
を
 

行
い
、
こ
れ
に
よ
り
公
債
発
行
額
を
可
 

能
な
限
り
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て
、
予
 

算
規
模
は
〇
、
五
ジ
ト
の
増
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

地
方
財
政
計
画
に
お
い
て
は
、
伸
び
 

率
一
、
七
ジ
ト
と
緊
縮
さ
れ
て
い
ま
す
 

が
、
地
方
財
政
全
体
で
約
一
兆
五
千
百
 

億
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
、
赤
池
 

町
唯
一
の
歳
入
一
般
財
源
で
あ
る
地
方
 

交
付
税
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き
 

続
き
マ
イ
ナ
ス
三
、
九
ぐ
（
ト
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
本
町
の
今
 

年
度
一
般
会
 

計
に
つ
い
て
 

は
、
昨
年
と
 

同
じ
よ
う
に
 

ま
ず
第
一
に
 

昭
和
五
十
八
 

成
し
、
で
き
れ
ば
六
月
定
例
議
会
に
提
 

出
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
五
十
八
 

年
度
よ
り
、
な
お
一
層
の
厳
し
い
も
の
 

が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
九
月
定
例
議
 

会
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
態
の
中
 

で
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
生
活
関
連
施
 

設
の
整
備
等
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
 

め
の
施
策
の
拡
充
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
と
い
う
、
極
め
て
困
難
な
状
態
 

で
あ
り
ま
す
が
、
前
年
同
様
、
教
育
、
 

体
育
、
文
化
の
物
心
両
面
の
充
実
、
産
 

炭
地
振
興
と
就
労
対
策
、
同
和
対
策
、
 

過
疎
対
策
、
鉱
害
復
旧
、
福
祉
対
策
等
 

の
諸
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
や
県
 

限
等
を
勘
案
し
、
緊
急
重
要
な
事
業
で
 

国
庫
対
象
、
お
よ
び
地
方
交
付
税
算
入
 

事
業
を
中
心
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

福
祉
対
策
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
 

き
る
限
り
現
状
維
持
を
保
ち
た
い
と
思
 

い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
住
 

民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
、
従
来
 

に
な
い
発
想
の
転
換
を
し
、
思
い
や
り
 

の
心
を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
 

ま
す
。
 

本
町
の
大
き
な
財
産
収
入
源
で
あ
る
 

赤
池
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
宅
地
分
譲
に
つ
 

き
ま
し
て
は
、
第
三
次
公
募
を
行
い
、
 

精
力
的
に
売
却
に
努
め
て
い
き
た
い
と
 

財
源
の
見
と
お
し
が
不
透
明
 

三
カ
月
間
の
暫
定
予
算
 

緊
急
重
要
で
 

補
助
対
象
事
業
を
中
、
心
に
 

年
度
歳
入
欠
か
ん
が
多
大
で
あ
り
ま
す
。
 

第
二
に
、
昭
和
五
十
九
年
度
地
方
交
付
 

税
の
伸
び
が
な
く
、
健
全
化
計
画
と
の
 

差
が
ど
の
程
度
に
な
る
か
見
込
み
が
た
 

た
な
い
と
い
う
こ
と
。
第
三
に
、
住
宅
 

団
地
の
売
却
が
今
一
つ
と
い
っ
た
と
こ
 

ろ
で
、
五
十
九
年
度
の
財
源
見
通
し
が
 

不
透
明
で
あ
る
た
め
、
昨
年
同
様
三
カ
 

月
間
の
暫
定
予
算
の
編
成
と
な
り
ま
し
 

た。 今
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
き
ま
し
 

て
は
、
今
後
三
カ
月
間
に
歳
入
財
源
の
 

適
確
な
把
握
と
歳
出
予
算
の
再
検
討
を
 

健
全
化
計
画
と
に
ら
み
合
せ
な
が
ら
編
 

に
対
し
て
強
く
要
請
を
重
ね
て
い
く
所
 

存
で
あ
り
ま
す
。
 

中
で
も
緊
急
課
題
で
あ
り
ま
す
鉱
害
 

復
旧
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
 

策
定
し
、
議
会
に
お
は
か
り
し
た
い
と
 

存
じ
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
体
育
館
建
 

設
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
、
実
施
し
た
い
 

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

財
政
運
営
に
お
き
ま
し
て
は
、
総
額
 

三
十
八
億
円
以
内
の
予
算
規
模
と
し
、
 

前
年
度
当
初
予
算
と
同
額
程
度
で
、
前
 

年
同
様
、
抑
制
、
節
減
に
努
め
ざ
る
を
 

得
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
 

事
業
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
起
債
制
 

思
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

現
在
の
地
 

方
自
治
を
取
 

り
ま
く
環
境
 

は
、
極
め
て
 

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
時
の
流
 

れ
を
正
し
く
見
き
わ
め
、
種
々
の
問
題
 

を
的
確
に
見
出
し
、
適
切
な
対
策
を
講
 

ず
る
こ
と
が
行
政
と
し
て
重
要
で
あ
る
 

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
行
政
を
進
め
る
た
め
に
 

常
に
新
し
い
感
覚
で
積
極
的
に
、
か
つ
 

慎
重
に
も
の
を
考
え
対
処
し
て
い
き
た
 

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
 

現
状
の
財
政
状
態
、
財
源
不
足
を
各
 

職
員
に
更
に
徹
底
さ
せ
、
住
民
の
み
な
 

さ
ん
に
も
理
解
し
て
頂
き
健
全
財
政
に
 

向
っ
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

4月は離讐製響の納税月です 
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」
一
県
」
加
事
三
鵬
誠
娠
雄
雲
」
 

一 

麓
ハ
敷
皿
備
嬢
a
団
・
へ
 

町
立
病
院
聞
題
・
工
場
一
団
『
地
聞
題
，
 

融鵬一 

ト
奥
田
福
岡
県
知
事
に
財
政
問
題
 

や
町
立
病
院
へ
の
援
助
を
陳
情
 

合
志
支
部
長
ヘ
工
場
団
地
の
 

早
期
再
造
成
工
事
を
要
請
ぐ
 

二
月
二
士
ニ
日
、
奥
田
八
二
福
岡
県
 

知
事
と
地
域
振
興
整
備
公
団
合
志
正
司
 

九
州
支
部
長
へ
、
町
執
行
部
と
町
議
会
 

議
員
の
み
な
さ
ん
で
、
現
在
、
町
が
抱
 

え
る
大
き
な
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
陳
情
し
 

ま
し
た
。
 

県
知
事
へ
は
、
①
町
立
病
院
の
財
政
 

援
助
と
医
師
派
遺
に
つ
い
て
、
②
町
の
 

自
主
財
政
再
建
が
地
方
交
付
税
の
減
額
 

で
大
き
な
く
る
い
が
生
じ
て
い
る
こ
と
 

に
つ
い
て
の
国
に
対
す
る
旧
産
炭
地
へ
 

の
財
政
援
助
、
③
ま
た
、
企
業
誘
致
に
 

対
す
る
県
の
指
導
、
援
助
を
陳
情
し
ま
 

し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
奥
田
県
知
事
は
、
 

「町 

立
病
院
の
運
営
そ
の
も
の
に
対
し
て
の
 

援
助
は
で
き
な
い
が
、
医
療
機
器
の
購
 

入
な
ど
に
つ
い
て
は
対
処
で
き
る
。
ま
 

た
、
自
治
医
大
か
ら
内
科
医
師
を
一
人
 

派
遺
で
き
そ
う
で
あ
る
。
旧
産
炭
地
の
 

状
況
は
憂
慮
す
べ
き
大
変
な
状
況
で
、
 

赤
池
町
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
は
 

耳
に
し
て
い
る
。
国
に
対
し
て
も
強
く
 

働
き
か
け
て
い
く
。
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

一
方
、
地
域
振
興
整
備
公
団
へ
は
、
 

赤
池
工
場
団
地
整
備
工
事
の
早
期
着
工
 

要
請
、
工
場
用
水
の
問
題
な
ど
町
が
整
 

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
条
件
と
誘
致
企
 

業
の
型
、
最
近
の
企
業
誘
致
の
動
行
に
 

つ
い
て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
 

米
を
見
直
そ
』
フ
 

日
本
人
に
あ
っ
た
 

バ
ラ
ン
ス
〈
木
養
食
…
…
米
・
コ
メ
・
こ
め
 

国
米
は
基
本
計
画
に
 

基
づ
い
て
 

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
 

政
府
は
毎
年
、
米
の
生
産
量
や
消
費
 

量
な
ど
の
基
本
計
画
を
立
て
、
皆
さ
ん
 

の
要
望
の
変
化
に
対
応
で
き
る
供
給
体
 

制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
 

米
の
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
 

つ
た
め
に
、
米
の
消
費
拡
大
対
策
と
水
 

田
利
用
の
再
編
対
策
を
進
め
、
米
を
安
 

定
供
給
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

回
通
常
時
の
配
給
制
度
 

は
な
く
な
り
ま
し
た
 

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
米
穀
類
 

購
入
通
帳
」
な
ど
の
配
給
制
度
は
、
緊
 

急
の
場
合
を
除
い
て
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
極
端
に
 

く
ず
れ
る
よ
う
な
緊
急
時
に
は
、
公
平
 

アメリカ12,5l rへ 
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米飯学校給食、昭和57年で全国の完全給食実施校の94％が実施して 

います。うち59％が週2回以上の米飯給食です。学校給食用米穀は 

すべて新米で一般主食用政府売渡価格から60％値引きされていま魂 

赤池町でも漸次米飯給食をふやしていく予定です。 

 市場小学校で 

こ
れ
に
対
し
合
志
支
部
長
は
、
福
岡
 

県
内
の
人
口
動
態
や
道
路
の
整
備
状
況
 

他
の
工
場
団
地
の
中
で
の
赤
池
工
場
団
 

地
の
位
置
づ
け
な
ど
を
説
明
し
た
あ
と
 

赤
池
工
場
団
地
に
つ
い
て
 
「
地
盤
の
間
 

題
、
地
下
水
の
流
れ
を
調
査
、
再
度
検
 

討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
整
備
工
事
 

鉱
害
復
旧
予
算
 

増
 
額
 

町
議
会
鉱
害
対
策
促
進
特
別
委
員
会
 

（
浦
田
勇
委
員
長
）
は
、
三
月
九
日
、
 

福
岡
通
産
局
へ
昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
 

町
鉱
害
復
旧
予
算
の
大
幅
増
額
を
要
求
 

し
ま
し
た
。
 

通
産
局
の
説
明
に
よ
る
と
、
国
の
鉱
 

害
予
算
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
五
百
十
 

二
億
円
、
五
十
九
年
度
は
五
百
十
四
億
 

円
で
、
わ
ず
か
二
億
円
程
度
の
増
額
で
 

あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
 

福
岡
通
産
局
で
は
、
五
十
八
年
度
四
 

百
八
十
億
円
、
五
十
九
年
度
は
近
日
中
 

の
会
議
で
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
 

末
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

し
か
し
、
赤
池
町
に
は
、
 
一
気
に
増
 

額
で
き
な
い
が
、
赤
池
町
の
特
色
を
十
 

分
考
え
て
予
算
増
額
を
し
た
い
。
町
部
 

の
排
水
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
当
面
の
対
 

策
と
し
て
実
施
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
 

に
分
配
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
配
給
 

制
度
が
復
活
さ
れ
ま
す
。
 

同
都
会
の
お
子
様
に
 

送
っ
た
り
お
中
元
 

な
ど
に
も
使
え
ま
す
 

利
益
を
目
的
と
し
な
い
個
人
同
士
の
 

場
合
、
気
軽
に
米
の
譲
り
渡
し
が
で
き
 

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

た
と
え
ば
、
農
家
が
政
府
や
自
主
流
 

通
米
と
し
て
販
売
し
た
あ
と
、
都
会
に
 

住
む
お
子
さ
ん
や
親
戚
な
ど
に
米
を
送
 

っ
た
り
（
縁
故
米
）
、
お
中
元
や
お
歳
 

暮
に
使
っ
た
り
（
贈
答
米
）
と
、
従
来
 

よ
り
も
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
 

国
米
の
生
産
と
消
費
の
 

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
 

59米穀年度の需給見通し （全国） 
単位：万トン 

\ 
58年3月時点 

（基本計画）の見通し 
現時点 の 見通 し 

全体需給 全体需給 政府管理米需給 
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 59年10月末特越 50 -60 10 10 

注：＠は政府米⑧は自主流通米Oは縁故米・贈答米など農家保有米 

わ
が
国
は
、
穀
物
の
大
半
を
輸
入
に
 

依
存
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
貿
易
問
題
 

の
前
に
暗
き
ょ
排
水
工
事
を
す
る
必
要
 

が
あ
り
、
そ
の
調
査
が
今
年
中
か
か
り
 

そ
う
。
順
調
に
い
っ
て
再
造
成
の
工
事
 

発
注
は
、
年
末
か
年
度
末
く
ら
い
で
、
 

三
十
カ
月
程
度
は
工
期
を
要
す
る
。
売
 

り
出
し
は
六
十
二
年
ご
ろ
に
な
り
そ
う
四
 

と
の
答
え
が
あ
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
企
業
誘
致
で
は
、
制
度
的
な
 

問
題
よ
り
、
地
元
の
受
け
入
れ
体
勢
で
 

あ
る
と
、
企
業
の
立
場
か
ら
の
話
も
あ
 

り
ま
し
た
。
 

を
 
要
 
望
 

ま
た
、
通
産
局
は
、
赤
池
町
の
鉱
害
 

復
旧
変
更
の
認
可
を
申
請
中
で
あ
り
、
 

実
施
計
画
で
あ
る
町
道
、
下
水
道
の
基
 

本
計
画
を
早
急
に
た
て
て
ほ
し
い
と
の
 

こ
と
で
し
た
。
 

町
と
し
て
も
、
下
水
道
が
大
き
な
間
 

題
で
あ
り
、
通
産
局
も
調
査
設
計
に
つ
 

い
て
協
議
を
す
る
と
約
束
し
ま
し
た
。
 

× 
春の交通安全運動がはじまります 

4 月6日～4 月15日 

〇歩行者は、必ず横断歩道を渡 
りましょう 

〇車輪車は、昼間でもライ トを 
つけて運転しましょう 

〇暴走運転や違法駐車は、絶対 
にやめましょう 

〇シートベルト、ヘルメッ トを 
必ず着用しましょう 

 ノ × 

や
外
国
の
農
産
物
需
給
の
見
通
し
は
楽
 

観
で
き
ま
せ
ん
。
 

生
産
面
で
は
過
剰
ぎ
み
の
米
を
大
豆
 

麦
な
ど
の
自
給
率
の
低
い
品
目
へ
転
換
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
産
物
全
体
の
 

需
給
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な
る
よ
う
努
め
 

て
い
ま
す
。
 

国
米
は
良
質
、
経
済
 

的
な
た
ん
ぱ
く
源
 

大豆9D 
56 どノ、ノ 

◇米のたんぱく価 

食
品
の
た
ん
ぱ
く
質
の
栄
養
価
を
比
 

較
す
る
に
は
一
般
に
プ
ロ
テ
ィ
ン
ス
コ
 

ア
（
た
ん
ぱ
く
価
）
が
用
い
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
数
字
の
多
い
も
の
ほ
ど
質
の
良
 

い
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
食
品
で
あ
る
こ
 

と
を
示
し
ま
す
。
 

理
想
状
態
の
プ
ロ
テ
ィ
ン
ス
コ
ア
を
 

百
と
す
る
と
、
精
白
米
の
プ
ロ
テ
ィ
ン
 

ス
コ
ア
は
七
十
八
で
、
牛
乳
と
同
じ
よ
 

う
な
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
が
含
ま
れ
て
 

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

ま
た
、
た
ん
ぱ
く
質
の
単
価
も
経
済
 

的
で
す
。
 

そ
れ
に
米
を
食
べ
る
と
太
る
と
い
う
 

PFC力口リー比 
理想的な栄養バランスは 

タンバク質『コ）11~14% 
脂 fl(F)20-'-30% 
炭水化物(C)69-56% 

ーアメリカ 

・・・日 本 

I4 月ン 
= ＝り‘ー」」示 

ミ 

'
 

■
歳
時
期
■
 

ツ
ク
シ
 

“
佐
保
姫
の
、
筆
か
と
ぞ
見
る
つ
 

く
つ
く
し
 
雪
か
き
分
く
る
春
の
 

け
し
き
は
ー
藤
原
為
家
（
鱗
乞
 

佐
保
姫
と
は
、
春
を
司
る
女
神
 

ツ
ク
シ
は
昔
、
つ
く
づ
く
し
と
も
 

い
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
早
春
、
 

筆
に
似
た
か
わ
い
ら
し
い
姿
を
み
 

せ
る
ツ
ク
シ
に
は
昔
の
人
も
心
を
 

ひ
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
 

1
日
（
日
）
 

4
日
（
水
）
 

6
日
（
金
）
 

7
日
（
土
）
 

8
日
（
日
）
 

9
日
（
月
）
 

10 

日
（
火
）
 

16
 

日
（
月
）
 

17 

日
（
火
）
 

18 

日
（
水
）
 

20
 

日
（
金
）
 

27 

日
（
金
）
 

29 

日
（
日
）
 

地
価
公
示
普
及
月
間
、
緑
 

の
週
間
、
河
川
美
化
月
間
 

四
保
育
所
入
園
式
（
解
総
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
躍
麟
こ
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 

上
野
・
市
場
小
入
学
式
 

世
界
保
健
デ
ー
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
諮
タ
ー
）
 

花
ま
つ
り
 

赤
池
中
学
校
入
学
式
 

婦
人
週
間
 

乳
児
保
育
相
談
（
躍
鎚
）
 

科
学
技
術
週
間
 

土
用
 

麻
し
ん
（
叫
離
鷺
）
 

発
明
の
日
 

三
種
混
合
（
m
議
こ
 

穀
雨
・
通
信
記
念
日
 

心
配
ご
と
相
談
（
響
男
タ
ー
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
禦
諮
タ
ー
）
 

天
皇
誕
生
日
 

ノ） 

説
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
違
い
ま
す
。
 

ア
メ
リ
カ
で
は
、
医
師
が
成
人
病
に
米
 

を
使
っ
た
食
餌
療
法
を
採
用
し
て
い
る
 

そ
う
で
す
。
 

固
米
中
心
の
食
生
活
 

の
良
さ
を
 

見
直
そ
う
 

最
近
、
特
に
若
い
人
た
ち
の
間
に
は
 

動
物
性
脂
肪
の
多
い
欧
米
型
の
食
事
を
 

好
む
傾
向
が
あ
り
、
全
体
的
に
み
て
も
 

畜
産
物
や
油
脂
類
の
摂
取
が
増
え
て
い
 

ま
す
。
こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
 

将
来
、
わ
が
国
も
ク
ア
メ
リ
カ
の
悩
み
力
 

を
背
負
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
い
ま
一
度
見
 

直
し
た
い
の
が
、
米
を
中
心
と
す
る
日
 

本
型
の
食
生
活
で
す
。
 

ご
飯
が
良
質
の
植
物
性
タ
ン
パ
ク
質
 

の
取
り
過
ぎ
に
歯
止
め
を
か
け
て
く
れ
 

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
の
食
生
活
 

が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
米
を
主
食
 

と
す
る
食
習
慣
に
あ
る
の
で
す
。
 

身近な願望が発明の元 4 月18日は発明の日 明日をささえる子供の健康 4月7日は世界保健デー 



昭和59年4月1日 け
 

、 し カ
 

あ
 

口
反
 

キ
羊
 

広
 

昭和59年4 月1日 第2 55 号 け
 

か
 

あ
 

報
 

広
 

第255 号 I．ム ￥反 め カ し、 ⑤
 

議会だよしJ 助役に日野喜美男氏、収入役は池永久夫氏 
3 月定例町議会 議員報酬引き上げ案は審議末了 

昭和59年第3回3 月定例町議会は、 3 月13日から30日まて、18日間の会期でト 

行われ、助役、収入役の選任議案や、昭和59年度一般会計暫定予算案など30 

の議案が上程され、29議案を原案通り可決。 議員報酬の平均2％アップの議 

案は、議決するに至らず審議未了となりました。 

また、 2 月に行われた予算執行状況の定例事務監査の結果が監査委員より 

報告され、下田川衛生組合議会など5 つの一部事務組合議会の議会報告も、 

それぞれの議員から報告されました。 

明
確
に
す
る
た
め
の
条
例
を
可
決
。
 

土
地
開
発
基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
 

て
‘
同
条
例
は
昭
和
四
十
五
年
に
公
共
 

用
地
の
先
行
取
得
を
目
的
と
し
て
制
定
 

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
土
地
開
発
 

公
社
が
設
立
さ
れ
、
必
要
性
が
な
く
な
 

っ
た
た
め
、
同
条
例
を
廃
止
。
 

条
例
の
「
部
改
正
 

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
 

制
定
に
つ
い
て
g
法
の
改
正
に
伴
い
五
 

十
九
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
に
限
り
 

基
礎
控
除
等
の
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
七
千
 

円
特
別
控
除
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 町
営
住
宅
家
賃
徴
収
条
例
の
一
部
を
 

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
凸
新
 

し
く
建
設
さ
れ
た
大
浦
団
地
の
家
賃
が
 

一
万
五
百
円
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
B
町
の
各
種
 

補 

正 

予 

算 

昭
和
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
 

算
◇
既
定
の
予
算
総
額
四
十
二
億
五
千
 

四
百
三
十
七
万
九
千
円
に
、
今
回
、
道
 

路
工
事
が
次
年
度
着
工
と
な
っ
た
こ
と
 

な
ど
の
理
由
で
、
三
千
六
百
四
十
五
万
 

五
千
円
が
減
額
補
正
さ
れ
、
総
額
四
十
 

二
億
一
千
七
百
九
十
二
万
四
千
円
に
。
 

ま
た
、
会
期
中
に
、
三
月
末
で
退
職
 

す
る
職
員
の
退
職
手
当
組
合
負
担
金
な
 

ど
を
計
上
し
た
、
三
千
八
百
万
円
の
補
 

正
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
予
算
総
額
四
 

十
二
億
五
千
五
百
九
十
二
万
四
千
円
と
 

な
り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
八
年
度
町
立
病
院
事
業
特
 

別
会
計
補
正
予
算
‘
収
益
的
収
入
お
よ
 

び
支
出
で
四
百
九
十
三
万
二
千
円
の
増
 

額
補
正
で
四
億
九
千
七
十
六
万
八
千
円
 

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出
で
四
百
二
十
 

五
万
二
千
円
の
減
額
補
正
で
七
百
七
十
 

五
万
七
千
円
に
な
り
ま
し
た
。
 

人 

事 

助
役
選
任
に
つ
い
て
‘
空
席
と
な
っ
 

て
い
た
助
役
に
日
野
喜
美
男
氏
（
現
総
 

務
課
長
）
が
選
任
さ
れ
、
四
月
一
日
付
 

け
で
助
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
 日野喜美男助役 

【
日
野
喜
美
男
氏
の
経
歴
】
 

昭
和
七
年
十
二
月
二
十
六
日
生
れ
、
 

、、ー一 

証
明
書
等
の
手
数
料
が
近
隣
町
村
の
実
 

態
に
あ
わ
せ
て
改
正
さ
れ
四
月
一
日
か
 

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
 

（
表
参
照
）
 

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

の
制
定
に
つ
い
て
凸
水
道
の
各
種
証
明
 

手
数
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
表
参
 

照） 議
会
の
議
員
の
報
酬
お
よ
び
費
用
弁
 

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
 

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
→
赤
池
町
特
 

別
職
報
酬
審
議
会
の
答
申
や
、
郡
内
の
 

実
態
な
ど
か
ら
平
均
二
ぐ
（
ト
の
引
き
上
 

げ
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
決
す
 

る
に
至
ら
ず
、
審
議
未
了
と
な
り
ま
し
 

た。 教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
問
そ
の
他
 

勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
 

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
e
国
家
 

公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
教
育
長
 

給
与
が
約
ニ
・
ジ
ト
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
 

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
 

古
占
・
×
幸
×
・
呂
心
マ
×
・
×
・
×
・
マ
苫
中
ソ
マ
×
中
【
・
v
マ
マ
マ
呂
古
・
呂
小
】
・
×
・
×
占
・
×
小
【
・
】
小
【
・
×
・
】
・
×
・
呂
小
マ
×
・
×
・
【
‘
マ
】
・
【
・
】
・
×
、
×
・
x
・×・v
×
・
x
・x
・x
・v
×
・
×
・
ソ
マ
 

町
」
立
病
院
院
長
に
 

石
尾
先
生
が
就
任
 

新しく院長に 
就任した 

石尾哲人先生 
いしお さとし 

四
月
か
ら
町
立
病
院
に
新
し
い
院
長
 

が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

石
尾
哲
人
先
生
、
四
十
九
歳
で
す
。
 

石
尾
先
生
は
、
か
つ
て
昭
和
四
十
一
年
 

か
ら
四
十
三
年
ま
で
、
赤
池
町
立
病
院
 

に
勤
務
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
町
議
会
 

病
院
運
営
特
別
委
員
会
や
町
、
そ
の
他
 

各
方
面
か
ら
の
強
い
要
望
で
、
今
回
、
 

院
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

略
 

歴
 

昭
和
三
十
七
年
山
口
県
立
医
科
大
学
卒
 

業
。
帝
人
病
院
、
宇
部
興
産
中
央
病
院
 

な
ど
に
勤
務
。
山
口
大
学
医
学
部
研
究
 

員
の
の
ち
昭
和
四
十
八
年
学
位
取
得
。
 

そ
の
後
、
徳
山
曹
達
徳
山
病
院
内
科
部
 

五
十
一
歳
、
大
字
赤
池
五
五
一
番
地
、
 

町
福
祉
同
和
課
長
、
総
務
課
長
を
歴
任
 

収
入
役
選
任
に
つ
い
て
‘
空
席
と
な
 

っ
て
い
た
収
入
役
に
池
永
久
夫
氏
（
現
 

教
育
委
員
会
次
長
）
が
選
任
さ
れ
、
四
 

月
一
日
付
け
で
収
入
役
に
就
任
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

池永久夫収入役 

【
池
永
久
夫
氏
の
経
歴
】
 

昭
和
三
年
十
月
五
日
生
れ
、
五
十
五
 

歳
、
大
字
赤
池
七
〇
八
番
地
、
町
建
設
 

課
長
、
産
業
振
興
課
長
、
教
育
委
員
会
 

次
長
を
歴
任
。
 

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
 

凸
任
期
満
了
に
と
も
な
い
次
の
三
氏
が
 

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

（
敬
称
略
）
 

〇
小
松
 

宏
 

（
上
野
三
八
二
七
番
地
）
 

〇
秦
 

住
雄
（
赤
池
一
八
九
番
地
）
 

〇
池
田
 

利
文
（
赤
池
六
六
八
番
地
）
 

予 

算 

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
暫
定
予
 

算
‘
総
額
十
億
一
千
三
百
四
万
九
千
円
 

で
、
経
常
経
費
は
六
月
末
ま
で
の
経
費
 

を
節
減
し
て
見
込
ん
で
計
上
。
投
資
的
 

経
費
は
、
民
生
費
で
集
会
所
建
設
事
業
、
 

労
働
費
で
開
就
・
特
開
事
業
、
土
木
費
 

で
前
年
か
ら
引
き
続
き
の
二
反
ケ
浦
ー
 

松
本
線
舗
装
工
事
地
区
道
路
で
、
松
本
 

ー
吉
ケ
浦
、
屋
敷
ー
上
の
原
線
の
改
良
 

工
事
、
既
設
町
営
住
宅
の
改
善
費
が
計
 

報
酬
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
 

の
制
定
に
つ
い
て
‘
経
済
情
勢
の
変
動
 

や
近
隣
市
町
村
と
の
均
衡
を
は
か
り
教
 

育
委
員
会
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
 

員
、
監
査
委
員
な
ど
の
報
酬
が
三
ぐ
ノ
ト
 

か
ら
五
パ
h
（
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

財 

産 

町
有
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
‘
旧
国
 

鉄
引
込
線
跡
地
を
土
地
開
発
公
社
へ
処
 

分
す
る
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

町
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
‘
①
住
 

宅
団
地
お
よ
び
道
路
用
地
、
②
公
共
施
 

設
用
地
、
③
上
の
原
・
宗
ノ
辻
開
発
用
 

地
を
そ
れ
ぞ
れ
土
地
開
発
公
社
か
ら
取
 

得
す
る
た
め
議
決
を
得
ま
し
た
。
 

契 

約 

上
野
四
区
代
表
と
の
契
約
の
締
結
に
 

つ
い
て
‘
上
野
四
区
の
区
有
財
産
で
あ
 

る
土
地
が
数
人
の
共
有
と
な
っ
て
お
り
 

マ
マ
マ
マ
ソ
”
・
マ
ソ
x
・×・v
×・【・vx
・マv
【・ソソー・《・x
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長
な
ど
を
歴
任
し
、
昭
和
五
十
二
年
徳
 

山
市
で
開
業
。
昭
和
十
年
三
月
二
十
七
 

日
生
れ
。
 

就
 
任
 

の
 

挨
 
拶
 

今
回
、
赤
池
町
立
病
院
の
院
長
に
就
 

任
し
ま
し
た
石
尾
で
す
。
 

私
は
、
十
七
年
前
、
赤
池
町
立
病
院
 

創
設
当
時
に
当
地
に
勤
務
し
た
経
験
を
 

生
か
し
て
、
再
度
、
町
立
病
院
の
発
展
 

と
赤
池
町
、
ひ
い
て
は
下
田
川
の
医
療
 

の
発
展
、
充
実
の
た
め
に
、
そ
の
任
務
 

に
あ
た
り
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。
 

十
七
年
前
に
比
べ
、
町
立
病
院
と
そ
 

1 日改正の各種手数料 月
 

4
' 

税務諸証明 

（納税証明など） 

1 枚にっき200 円、 2 枚以上は 

400円 

印鑑証明 1 件にっき200円 

住民票・戸籍の 
附票の騰抄本 

1 件にっき200 円、ただし住民 
票騰本にっいては5 人まで200 
円で1人増すごとに20円を加算 

住民票および戸 
籍の附票の閲覧 1 件にっき200 円 

身元に関する 

証明 
1 件にっき200 円 

印鑑登録証 

再交付 
1 件にっき300円 

図書閲覧 
1 件にっき200 円、ただしコピ 
ーを必要とする場合は1枚にっ 
き20円加算 

水道の各種証明 

手数料 
1 件にっき200円 

その他諸証明 1 件にっき200円 

※図書閲覧にっいて個人のプライバシーや秘密に 
関するような書類・資料はお見せできません。 

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保
険
事
 

業
勘
定
特
別
会
計
予
算
凸
歳
入
歳
出
予
 

算
総
額
三
億
六
千
四
百
七
十
九
万
七
千
 

円
で
、
前
年
比
一
・
九
パ
ジ
ト
の
増
。
主
 

に
老
人
保
健
拠
出
金
で
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
住
宅
新
築
資
金
等
 

貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
凸
予
算
総
額
 

二
億
七
千
四
百
五
万
九
千
円
で
、
対
前
 

年
比
二
十
九
・
四
ダ
ト
の
増
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
上
水
道
事
業
会
計
 

予
算
‘
収
益
的
収
入
・
支
出
で
そ
れ
ぞ
 

れ
二
億
百
三
十
八
万
九
千
円
。
資
本
的
 

収
入
で
三
千
八
百
九
十
八
万
円
、
同
支
 

出
で
四
千
三
百
十
五
万
五
千
円
。
資
本
 

的
支
出
で
は
主
に
上
野
地
区
取
水
施
設
 

拡
張
工
事
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
赤
池
町
立
病
院
事
 

業
特
別
会
計
予
算
‘
収
益
的
収
入
、
支
 

出
で
そ
れ
ぞ
れ
四
億
八
千
八
百
二
十
八
 

時
が
経
過
す
る
と
相
続
等
に
行
政
上
の
 

影
響
が
考
え
ら
れ
、
町
名
儀
に
所
有
権
 

移
転
登
記
を
行
う
た
め
の
管
理
契
約
が
 

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

上
野
五
区
代
表
と
の
契
約
の
締
結
に
 

つ
い
て
‘
上
野
五
区
の
区
有
財
産
で
あ
 

る
土
地
が
登
記
簿
面
積
と
現
況
面
積
と
 

に
誤
差
が
あ
り
、
地
積
更
生
を
し
て
町
 

名
儀
に
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う
た
め
 

の
管
理
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ 

の 

他 

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
‘
赤
池
 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
緑
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
 

ン
の
総
合
住
宅
団
地
内
に
二
つ
の
字
が
 

あ
る
た
め
字
瀬
ケ
谷
地
域
を
字
二
反
ケ
 

浦
に
編
入
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
 

た
 。 赤

池
町
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
 

に
つ
い
て
凸
理
事
の
定
数
が
十
三
人
と
 

あ
る
の
を
、
十
三
人
以
内
と
変
更
し
、
 

万
四
千
円
。
対
年
年
比
五
ぐ
（
ト
の
増
。
 

ま
た
、
資
本
的
収
入
、
支
出
で
一
千
 

四
百
三
十
八
万
円
。
対
前
年
比
十
九
・
 

七
パ
ジ
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
五
十
九
年
度
老
人
保
健
特
別
会
 

計
予
算
‘
予
算
総
額
四
億
九
千
六
百
九
 

十
六
万
九
千
円
。
前
年
度
当
初
比
で
一
一
 

十
三
一
九
パ
h
」
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

主
に
医
療
給
付
費
の
増
に
よ
る
も
の
で
 

す。 

条 

例 

職
員
退
職
勧
奨
条
例
の
制
定
に
つ
い
 

て
‘
職
員
の
新
陳
代
謝
の
促
進
と
町
財
 

政
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め
、
今
回
退
 

職
す
る
職
員
に
対
し
て
退
職
勧
契
条
例
 

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

集
会
所
施
設
設
置
お
よ
び
管
理
条
例
 

の
制
定
に
つ
い
て
‘
町
内
の
各
集
会
所
 

な
ど
公
の
施
設
の
設
置
運
営
と
管
理
を
 

緩
和
措
置
が
取
ら
れ
ま
し
た
。
 

般 

質 

間 

〇
少
年
非
行
問
題
に
つ
い
て
 

〇
婦
人
の
地
位
の
向
上
に
つ
い
て
 

〇
福
祉
対
策
に
つ
い
て
 

〇
財
政
問
題
に
つ
い
て
 

〇
古
材
の
処
理
に
つ
い
て
 

〇
乾
電
池
の
水
銀
汚
染
対
策
に
つ
い
て
 

請 

願 

⑨
非
核
都
市
宣
言
を
求
め
る
こ
と
に
関
 

す
る
請
願
‘
採
択
 

⑥
年
金
制
度
改
正
に
反
対
す
る
請
願
‘
 

採
択
 

⑥
健
康
保
険
制
度
改
正
に
反
対
す
る
請
 

願
‘
採
択
 

⑨
雇
用
保
険
制
度
改
正
に
反
対
す
る
請
 

願
‘
採
択
 

⑥
身
体
障
害
者
の
福
祉
施
策
に
関
す
る
 

請
願
g
厚
生
委
員
会
付
託
継
続
審
議
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の
周
辺
の
環
境
変
遷
は
顕
著
な
も
の
が
 

あ
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
う
ち
 

で
医
療
環
境
を
よ
く
把
握
し
、
地
域
住
 

民
の
健
康
管
理
、
疾
病
予
防
、
そ
し
て
 

当
地
域
特
有
の
疾
病
に
関
し
て
の
研
究
 

と
そ
の
治
療
に
あ
た
っ
て
い
く
所
存
で
 

あ
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
医
療
は
地
域
住
民
か
ら
の
 

温
い
ご
協
力
を
得
な
け
れ
ば
実
践
で
き
 

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
療
従
事
 

者
と
病
気
に
か
か
り
悩
ん
で
い
る
人
び
 

と
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
意
志
 

の
疎
通
が
な
く
て
は
良
い
医
療
は
で
き
 

な
い
と
思
い
ま
す
。
 

私
た
ち
医
療
従
事
者
も
、
従
来
の
病
 

院
の
形
態
に
と
ら
わ
れ
ず
前
向
き
に
新
 

し
い
医
療
に
取
り
組
む
心
構
え
で
あ
り
 

ま
す
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
心
か
 

ら
の
ご
協
力
と
、
病
院
に
対
し
て
の
ア
 

ド
バ
イ
ス
が
あ
れ
ば
、
医
療
以
外
の
ど
 

ん
な
こ
と
で
も
、
参
考
に
な
る
ご
意
見
 

は
聞
く
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
 

ま
す
。
 

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
 

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

石
尾
 

哲
人
 


